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門松の由来は、正月に「歳神（としがみ）」を招き入れるために門に飾られ
た道具です。歳神とは正月に訪れる神様で、その一年の豊作や幸福を見
守ると信じられてきました。人々は一年の無事を祈って正月に神様が宿る
目印「門松」を設置したということです。

表紙の写真

お正月飾り 門松
（よらんかいねぇ広場）

1 January 第
148号January

1
第148号

2021

（令和２年11月末実績参考）

組合員数  6,969名（団体含）

貯金残高 75,778百万円

貸出金残高 13,983百万円

長期共済保有高 1,948.2億円

購買品供給高 1,500百万円

販売品取扱高 767百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和３年１月25日㈪
令和３年２月25日㈭　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課　大岡
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp白山農業協同組合

（@ja.hakusan）
白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

午前９時～12時（基本30分単位）

今月はお買物券付き

特 集 新年のご挨拶
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本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
の
ほ
ど

　   

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長 

竹
　
内
　
文
　
雄

副
組
合
長
理
事 

東
　
藤
　
冨
士
雄

代
表
理
事
専
務 

吉
　
田
　
誠
　
一

代
表
理
事
常
務 

柄
　
田
　
俊
　
樹

代
表
監
事 

今
　
村
　
文
　
雄

常
勤
監
事 

山
　
口
　
光
　
男

 

　
　
他
　
役
職
員
一
同

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

　

竹

内

文

雄

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
三
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位

か
ら
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
世
界
各
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
経
済

活
動
や
様
々
な
分
野
で
制
限
を
受
け
る
等
、
事
態
は
深
刻
で
長
期
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
二
年
産
米
収
穫
後
の
米
の
需
給
情
勢
は
需
要
の
減
少
と

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
消
費
減
退
か
ら
民
間
在
庫
が
大
幅
に
増
大
し
、
令
和

三
年
産
米
の
転
作
増
加
が
組
織
決
定
さ
れ
る
中
、
米
価
の
安
定
化
に

向
け
主
食
用
米
の
生
産
基
準
数
量
配
分
の
遵
守
と
と
も
に
水
田
フ
ル

活
用
の
政
策
を
基
本
に
、
所
得
増
大
の
取
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
「
第
五
次
中
期
３
ヵ
年
計
画
」
の
二
年
度
目
で
Ｊ
Ａ
自
己

改
革
目
標
の
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
「
地
域

の
活
性
化
」
お
よ
び
「
広
域
合
併
の
協
議
と
経
営
基
盤
強
化
」
に
む
け

て
積
極
的
な
取
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
農
業
で
は
二
年

三
作
の
体
系
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
麦
作
は
収
量
面
で
大
き

な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
協
同
活
動
で
は
コ
ロ
ナ
禍

の
下
、
感
染
防
止
策
を
講
じ
て
「
親
子
稲
刈
体
験
」「
農
業
ま
つ
り
」

「
ふ
れ
あ
い
即
売
会
」「
組
合
員
集
会
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
集
会

を
開
催
し
、
多
く
の
組
合
員
皆
様
に
参
加
・
参
画
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
組
合
員
集
会
」
は
上
期
の
事
業
概
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
東
京

大
学
大
学
院
　
鈴
木
宣
弘
氏
の
講
演
で
は
食
料
自
給
率
の
向
上
と
安
全

な
食
品
の
確
保
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
共
感
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
女
性
部
の
協
力
に
よ
り
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

活
動
」
を
実
施
し
管
内
外
の
多
く
の
方
か
ら
食
料
品
を
ご
提
供
い
た

だ
き
、
白
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
必
要
な
方
に
贈
ら
れ
感
謝

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
事
業
全
般
に

亘
り
改
善
・
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
全
経
営
の
維
持
に

向
け
て
経
営
基
盤
の
確
立
強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な

中
、
本
年
も
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
生
活
の
向
上
と
豊
か
な
社
会
に
む
け
て

一
層
の
努
力
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
組
合
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
し
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

02Public Relations Magazine JAだより　令和３年１月発行03 Public Relations Magazine JAだより　令和３年１月発行



本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
の
ほ
ど

　   

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長 

竹
　
内
　
文
　
雄

副
組
合
長
理
事 

東
　
藤
　
冨
士
雄

代
表
理
事
専
務 

吉
　
田
　
誠
　
一

代
表
理
事
常
務 

柄
　
田
　
俊
　
樹

代
表
監
事 

今
　
村
　
文
　
雄

常
勤
監
事 

山
　
口
　
光
　
男

 

　
　
他
　
役
職
員
一
同

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

　

竹

内

文

雄

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
三
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位

か
ら
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
世
界
各
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
経
済

活
動
や
様
々
な
分
野
で
制
限
を
受
け
る
等
、
事
態
は
深
刻
で
長
期
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
二
年
産
米
収
穫
後
の
米
の
需
給
情
勢
は
需
要
の
減
少
と

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
消
費
減
退
か
ら
民
間
在
庫
が
大
幅
に
増
大
し
、
令
和

三
年
産
米
の
転
作
増
加
が
組
織
決
定
さ
れ
る
中
、
米
価
の
安
定
化
に

向
け
主
食
用
米
の
生
産
基
準
数
量
配
分
の
遵
守
と
と
も
に
水
田
フ
ル

活
用
の
政
策
を
基
本
に
、
所
得
増
大
の
取
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
「
第
五
次
中
期
３
ヵ
年
計
画
」
の
二
年
度
目
で
Ｊ
Ａ
自
己

改
革
目
標
の
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
「
地
域

の
活
性
化
」
お
よ
び
「
広
域
合
併
の
協
議
と
経
営
基
盤
強
化
」
に
む
け

て
積
極
的
な
取
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
農
業
で
は
二
年

三
作
の
体
系
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
麦
作
は
収
量
面
で
大
き

な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
協
同
活
動
で
は
コ
ロ
ナ
禍

の
下
、
感
染
防
止
策
を
講
じ
て
「
親
子
稲
刈
体
験
」「
農
業
ま
つ
り
」

「
ふ
れ
あ
い
即
売
会
」「
組
合
員
集
会
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
集
会

を
開
催
し
、
多
く
の
組
合
員
皆
様
に
参
加
・
参
画
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
組
合
員
集
会
」
は
上
期
の
事
業
概
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
東
京

大
学
大
学
院
　
鈴
木
宣
弘
氏
の
講
演
で
は
食
料
自
給
率
の
向
上
と
安
全

な
食
品
の
確
保
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
共
感
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
女
性
部
の
協
力
に
よ
り
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

活
動
」
を
実
施
し
管
内
外
の
多
く
の
方
か
ら
食
料
品
を
ご
提
供
い
た

だ
き
、
白
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
必
要
な
方
に
贈
ら
れ
感
謝

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
事
業
全
般
に

亘
り
改
善
・
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
全
経
営
の
維
持
に

向
け
て
経
営
基
盤
の
確
立
強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な

中
、
本
年
も
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
生
活
の
向
上
と
豊
か
な
社
会
に
む
け
て

一
層
の
努
力
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
組
合
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
し
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

02Public Relations Magazine JAだより　令和３年１月発行03 Public Relations Magazine JAだより　令和３年１月発行



（
農
）夢
耕
坊

ネ
ギ
出
荷 

今
が
最
盛
期

　
４
月
よ
り
蝶
屋
地
区
管
内
の
西
米
光
を
中
心
に

１
．５
ha
を
作
付
し
、
12
月
10
日
よ
り
出
荷
調
整
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
出
荷
市
場
は
主
に
金
沢
、
京
都
で
日
量
約
80
〜

１
０
０
ケ
ー
ス
の
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
と
比
べ
品
質
は
良
好
で
す
が
、
更
な
る
高
値

取
引
き
が
で
き
る
様
、
選
別
を
厳
し
く
行
い
、
安
定

出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
出
荷
作
業
は
年
内
ま
で
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

（
有
）ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山

お
正
月
用
も
ち
作
り
開
始

　
12
月
25
日
よ
り
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で

「
お
正
月
用
お
餅
作
り
」
が
始
ま
り
、
今
年
も
地
元

産
カ
グ
ラ
モ
チ
１
０
０
％
使
用
の
鏡
も
ち
、
お
雑
煮

用
丸
も
ち
、
押
し
も
ち
を
製
造
、
直
売
所
「
よ
ら
ん

か
い
ね
ぇ
広
場
」
で
販
売
し
、
予
約
注
文
の
商
品

も
同
所
で
荷
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

お
正
月
に
お
餅
を
食
べ
る
理
由｠

は
、
平
安
時
代
に

宮
中
で
健
康
と
長
寿
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
た
正
月

行
事
「
歯
固
め
の
儀
」
に
由
来
し
ま
す
。
も
と
も

と
餅
は
、
ハ
レ
の
日
に
神
さ
ま
に
捧
げ
る
神
聖
な

食
べ
物
で
し
た
。 

又
、
餅
は
長
く
延
び
て
切
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
長
寿
を
願
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

J
A
グ
ル
ー
プ
石
川

　
　
担
い
手
応
援
フ
ェ
ア
開
催

　
11
月
28
日
、
石
川
県
産
業
展
示
館
４
号
館
で
、

J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
「
担
い
手
応
援
フ
ェ
ア
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
担
い
手
農
業
者
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
へ
の
通
路
に
は
、
各
J
A
が
取
り
組
ん
で

い
る
自
己
改
革
の
取
組
み
を
パ
ネ
ル
展
示
に
て
紹
介

し
、
ス
テ
ー
ジ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
各
講
師
が
日
本

農
業
の
農
政
課
題
や
、
今
後
の
政
策
展
開
方
向
、

I
C
T
技
術
を
活
用
し
た
近
未
来
の
稲
作
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
多
く
の
方
が
興
味
深
く

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
会
場
内
は
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
農
業
、

ハ
イ
テ
ク
・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
示
や
相
談
対
応

な
ど
６
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
農
業

者
は
熱
心
に
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

営農だより 

第
９
回
理
事
会

日
時
／
令
和
２
年
12
月
25
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
産
米
J
A
予
約
出
荷
金
の
助
成

基
準
の
変
更
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て

審
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
２
年
11
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
内
部
監
査
に
関
す
る
内
部
評
価
結
果
に
つ
い
て

３
　
令
和
４
年
度（
２
０
２
２
年
）職
員
採
用
方
針
に
つ
い
て

４
　
令
和
２
年
度
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

５
　
地
域
農
業
を
守
る
J
A
白
山
の
取
組
み（
案
）の
現

場
意
見
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

毎回JA白山の広報誌「JAだより」を
ご愛読いただきありがとうございます。
さて、誠に勝手ながら次号２月号
を休刊とさせていただきますので
ご案内申し上げます。２月の行事等に
つきましては、来月号の各支店だより
をご覧ください。
今後ともJAだよりをご愛読いただけ
ますようお願い申し上げます。総務部

JAだより２月号
休刊のお知らせ

会場を訪れていた当JA組合員
（JA白山自己改革パネルの前にて）

挨拶をする竹内組合長

出荷最盛期を迎え、活気ある作業現場風景

もち加工場で袋詰めし、直売所で販売されます。

JA白山 女性部　各支部長

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」
食
料
品
贈
呈
式

　
12
月
16
日
、
白
山
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
で

集
ま
っ
た
食
料
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
竹
内
組
合
長
と
清
水
女
性
部
長
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
小
西
会
長
に
目
録

と
品
物
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
J
A
白
山
・
J
A
白
山
女
性
部
が
主
催
と
な
り
「
生
活
支
援
の
輪
を

広
げ
る
」こ
と
を
目
的
に
、
11
月
16
日
か
ら
12
月
４
日
ま
で
の
期
間
で
未
使
用
・
未
開

封
食
品
の
提
供
を
各
支
店
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
誌
、
新
聞
等
の
広
報
活
動
で
呼
び
か
け
、

心
あ
る
方
々
か
ら
大
変
多
く
の
食
料
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
食
料
品
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
、
生
活
困
窮
者
や
こ
ど
も
食
堂
の
生
活
支
援

に
充
て
ら
れ
ま
す
。
小
西
貞
義
会
長
は
「
食
料
を
支
援
す
る
事
は
社
会
的
人
間
関
係

を
築
く
橋
渡
し
の
役
割
に
も
な
り
、
大
変
助
か
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地域
 活性
地域
 活性
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（
農
）夢
耕
坊

ネ
ギ
出
荷 

今
が
最
盛
期

　
４
月
よ
り
蝶
屋
地
区
管
内
の
西
米
光
を
中
心
に

１
．５
ha
を
作
付
し
、
12
月
10
日
よ
り
出
荷
調
整
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
出
荷
市
場
は
主
に
金
沢
、
京
都
で
日
量
約
80
〜

１
０
０
ケ
ー
ス
の
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
と
比
べ
品
質
は
良
好
で
す
が
、
更
な
る
高
値

取
引
き
が
で
き
る
様
、
選
別
を
厳
し
く
行
い
、
安
定

出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
出
荷
作
業
は
年
内
ま
で
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

（
有
）ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山

お
正
月
用
も
ち
作
り
開
始

　
12
月
25
日
よ
り
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で

「
お
正
月
用
お
餅
作
り
」
が
始
ま
り
、
今
年
も
地
元

産
カ
グ
ラ
モ
チ
１
０
０
％
使
用
の
鏡
も
ち
、
お
雑
煮

用
丸
も
ち
、
押
し
も
ち
を
製
造
、
直
売
所
「
よ
ら
ん

か
い
ね
ぇ
広
場
」
で
販
売
し
、
予
約
注
文
の
商
品

も
同
所
で
荷
渡
し
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行
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ま
し
た
。

お
正
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に
お
餅
を
食
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る
理
由｠
は
、
平
安
時
代
に

宮
中
で
健
康
と
長
寿
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
た
正
月

行
事
「
歯
固
め
の
儀
」
に
由
来
し
ま
す
。
も
と
も

と
餅
は
、
ハ
レ
の
日
に
神
さ
ま
に
捧
げ
る
神
聖
な

食
べ
物
で
し
た
。 

又
、
餅
は
長
く
延
び
て
切
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
長
寿
を
願
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

J
A
グ
ル
ー
プ
石
川

　
　
担
い
手
応
援
フ
ェ
ア
開
催

　
11
月
28
日
、
石
川
県
産
業
展
示
館
４
号
館
で
、

J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
「
担
い
手
応
援
フ
ェ
ア
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
担
い
手
農
業
者
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
へ
の
通
路
に
は
、
各
J
A
が
取
り
組
ん
で

い
る
自
己
改
革
の
取
組
み
を
パ
ネ
ル
展
示
に
て
紹
介

し
、
ス
テ
ー
ジ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
各
講
師
が
日
本

農
業
の
農
政
課
題
や
、
今
後
の
政
策
展
開
方
向
、

I
C
T
技
術
を
活
用
し
た
近
未
来
の
稲
作
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
多
く
の
方
が
興
味
深
く

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
会
場
内
は
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
農
業
、

ハ
イ
テ
ク
・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
示
や
相
談
対
応

な
ど
６
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
農
業

者
は
熱
心
に
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大
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９
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／
令
和
２
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J
A
予
約
出
荷
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い
て

第
２
号
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案
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資
口
数
の
変
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い
て

審
議
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認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
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月
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績
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い
て

２
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監
査
に
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す
る
内
部
評
価
結
果
に
つ
い
て

３
　
令
和
４
年
度（
２
０
２
２
年
）職
員
採
用
方
針
に
つ
い
て

４
　
令
和
２
年
度
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

５
　
地
域
農
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を
守
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J
A
白
山
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組
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案
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場
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６
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ますようお願い申し上げます。総務部

JAだより２月号
休刊のお知らせ

会場を訪れていた当JA組合員
（JA白山自己改革パネルの前にて）

挨拶をする竹内組合長

出荷最盛期を迎え、活気ある作業現場風景

もち加工場で袋詰めし、直売所で販売されます。

JA白山 女性部　各支部長

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」
食
料
品
贈
呈
式

　
12
月
16
日
、
白
山
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
で

集
ま
っ
た
食
料
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
竹
内
組
合
長
と
清
水
女
性
部
長
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
小
西
会
長
に
目
録

と
品
物
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
J
A
白
山
・
J
A
白
山
女
性
部
が
主
催
と
な
り
「
生
活
支
援
の
輪
を

広
げ
る
」こ
と
を
目
的
に
、
11
月
16
日
か
ら
12
月
４
日
ま
で
の
期
間
で
未
使
用
・
未
開

封
食
品
の
提
供
を
各
支
店
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
誌
、
新
聞
等
の
広
報
活
動
で
呼
び
か
け
、

心
あ
る
方
々
か
ら
大
変
多
く
の
食
料
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
食
料
品
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
、
生
活
困
窮
者
や
こ
ど
も
食
堂
の
生
活
支
援

に
充
て
ら
れ
ま
す
。
小
西
貞
義
会
長
は
「
食
料
を
支
援
す
る
事
は
社
会
的
人
間
関
係

を
築
く
橋
渡
し
の
役
割
に
も
な
り
、
大
変
助
か
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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　青
壮
年
部

地域
 活性
地域
 活性

　
Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
が
主
催
す
る

「
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ

各
支
部
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
看
板
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
地
域
住
民
の
食
と
農
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
事
を
テ
ー
マ
に

盟
友
同
士
で
デ
ザ
イ
ン
を
議
論
し
、
地
域
へ
伝
え

た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
毎
年
制
作
し
出
品
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
左
の
写
真
は
そ
れ
ぞ
れ
石
川
県
で
賞
に
選
ば
れ
た

作
品
で
、
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
出
品
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品

　女
性
部

地域
 活性
地域
 活性

　
12
月
22
日
、
蝶
屋
支
店
で
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト

の
寄
せ
植
え
教
室
が
開
催
さ
れ
、
葉
ボ
タ
ン
、
ユ
リ

オ
プ
ス
デ
ー
ジ
ー
、
お
た
ふ
く
南
天
、
ギ
ョ
リ
ュ
ウ

バ
イ
等
６
種
類
の
花
で
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
宮
子
花
園
の
宮
子
豊
吉
さ
ん
は
、参
加
12
名

の
会
員
ら
に
植
え
方
の
コ
ツ
や
花
を
長
持
ち
さ
せ

る
秘
訣
を
、
親
切
丁
寧
に
指
導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
年
は
プ
ラ
ン
タ
ー
の
周
り
に
和
紙
を
使
っ
て
華
や

か
さ
を
プ
ラ
ス
し
ま
し
た
。
会
員
は
少
し
手
間
取
っ

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
講
師
の
指
導
の
下
で
ど
れ

も
素
敵
な
完
成
品
と
な
り
ま
し
た
。

蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト「
寄
植
え
」教
室

　
バ
ケ
ツ
稲
の
栽
培
体
験
で
、
食
農
教
育
活
動
を

行
う
事
を
趣
旨
と
し
、
４
月
か
ら
各
支
店
の
店
頭

ポ
ス
タ
ー
等
で
参
加
募
集
を
行
っ
た
所
、
30
組
の

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
バ
ケ
ツ
稲

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
の
苗
を
参
加
者
に
配
布
し
、
収
量

が
多
か
っ
た
上
位
３
組
の
方
を
表
彰
し
、ト
ロ
フ
ィ
ー

と
記
念
品
を
10
月
に
開
催
し
た
「
食
＆
農
」
祭
り
で

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に

は
、
来
年
も
挑
戦

し
た
い
と
意
気
込

む
方
も
み
ら
れ
ま

し
た
。

「
バ
ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰

　
12
月
15
日
、
本
店
で
新
年
に
は
欠
か
せ
な
い
稲

ワ
ラ
の
一
文
字
と
、
し
め
飾
り
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
20
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
毎
年
人
気

が
高
く
、
今
年
も
じ
ゃ
が
い
も
ク
ラ
ブ
清
水
講
師
の

も
と
27
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
経
験
者
の
方
は
手
際
よ
く
制
作
さ
れ
て
お
り
、

初
め
て
挑
戦
す
る
方
に
教
え
た
り
、
し
め
飾
り
は

今
は
ク
リ
ス
マ
ス
用
に
リ
ボ
ン
を
付
け
、
そ
の
後
は

お
正
月
用
の
水
引
き
に
衣
替
え
し
て
楽
し
ま
れ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
来
年
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。

第
３
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

し
め
飾
り
・
一
文
字
作
り
で

良
い
新
年
を

　
11
月
28
日
、
石
川
県
産
業
展
示
館
４
号
館
で
、

担
い
手
応
援
フ
ェ
ア
２
０
２
０
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
一
角
に
、Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会

の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
令
和
２
年
度
の
県
内
活
動
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年
部
は
「
バ
ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
結
成

65
周
年
を
記
念
し
て
、
委
員
長
の
高
本
さ
ん
が
制
作

し
た
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

「
担
い
手
応
援
フ
ェ
ア
２
０
２
０
」に
て

活
動
パ
ネ
ル
展
示

　
11
月
16
日
、
J
A
白
山
女
性
部
は
白
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
を
訪
問
し
、
地
域
貢
献
活
動
「
愛
の

助
け
合
い
運
動
」の
一
環
と
し
て
、白
山
コ
シ
ヒ
カ
リ

80
㎏
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
約
40
年
続
い
て
お
り
、
長
年
に
渡
り

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た

と
し
て
、小
西
貞
義
会
長
よ
り
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、「
お
米
は
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
清
水
外
志
恵
女
性
部
長
は
、「
生
活
支
援
が
必
要

な
方
々
の
お
役
に
立
て
る
様
、
今
後
と
も
女
性
部
と

し
て
地
域
貢
献
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

愛
の
助
け
合
い
運
動
で

　
　
　
感
謝
状
受
け
取
る

米を手渡す清水女性部長

完成した作品を手に明るい新年を祈願する部員ら

会員らが熱心に指導を受けている様子

感謝状を受け取った女性部 各支部長

収量が１番多かった親子に記念品を手渡す高本支部長

左【アート部門】最優秀賞
　　林支部「疫病退散、農畜産物の消費拡大！」
　新型コロナウイルスの終息、コロナ禍で消費が伸び
悩んでいる農畜産物の消費拡大を祈念して、稲わらで
案山子を制作。
右【一般部門】優秀賞　大神支部「米一粒の重み」
　米作りは農家さんの数えきれない苦労と汗で出来て
います。米に宿る神様は７人どころじゃない！食卓に
米が並んでいる事に今一度感謝して、いただきます！
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Ｊ
Ａ
石
川
県
青
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年
部
協
議
会
が
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催
す
る

「
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ

各
支
部
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
看
板
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
地
域
住
民
の
食
と
農
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
事
を
テ
ー
マ
に

盟
友
同
士
で
デ
ザ
イ
ン
を
議
論
し
、
地
域
へ
伝
え

た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
毎
年
制
作
し
出
品
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
左
の
写
真
は
そ
れ
ぞ
れ
石
川
県
で
賞
に
選
ば
れ
た

作
品
で
、
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
出
品
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品

　女
性
部

地域
 活性
地域
 活性

　
12
月
22
日
、
蝶
屋
支
店
で
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト

の
寄
せ
植
え
教
室
が
開
催
さ
れ
、
葉
ボ
タ
ン
、
ユ
リ

オ
プ
ス
デ
ー
ジ
ー
、
お
た
ふ
く
南
天
、
ギ
ョ
リ
ュ
ウ

バ
イ
等
６
種
類
の
花
で
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
宮
子
花
園
の
宮
子
豊
吉
さ
ん
は
、参
加
12
名

の
会
員
ら
に
植
え
方
の
コ
ツ
や
花
を
長
持
ち
さ
せ

る
秘
訣
を
、
親
切
丁
寧
に
指
導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
年
は
プ
ラ
ン
タ
ー
の
周
り
に
和
紙
を
使
っ
て
華
や

か
さ
を
プ
ラ
ス
し
ま
し
た
。
会
員
は
少
し
手
間
取
っ

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
講
師
の
指
導
の
下
で
ど
れ

も
素
敵
な
完
成
品
と
な
り
ま
し
た
。

蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト「
寄
植
え
」教
室

　
バ
ケ
ツ
稲
の
栽
培
体
験
で
、
食
農
教
育
活
動
を

行
う
事
を
趣
旨
と
し
、
４
月
か
ら
各
支
店
の
店
頭

ポ
ス
タ
ー
等
で
参
加
募
集
を
行
っ
た
所
、
30
組
の

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
バ
ケ
ツ
稲

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
の
苗
を
参
加
者
に
配
布
し
、
収
量

が
多
か
っ
た
上
位
３
組
の
方
を
表
彰
し
、ト
ロ
フ
ィ
ー

と
記
念
品
を
10
月
に
開
催
し
た
「
食
＆
農
」
祭
り
で

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に

は
、
来
年
も
挑
戦

し
た
い
と
意
気
込

む
方
も
み
ら
れ
ま

し
た
。

「
バ
ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰

　
12
月
15
日
、
本
店
で
新
年
に
は
欠
か
せ
な
い
稲

ワ
ラ
の
一
文
字
と
、
し
め
飾
り
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
20
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
毎
年
人
気

が
高
く
、
今
年
も
じ
ゃ
が
い
も
ク
ラ
ブ
清
水
講
師
の

も
と
27
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
経
験
者
の
方
は
手
際
よ
く
制
作
さ
れ
て
お
り
、

初
め
て
挑
戦
す
る
方
に
教
え
た
り
、
し
め
飾
り
は

今
は
ク
リ
ス
マ
ス
用
に
リ
ボ
ン
を
付
け
、
そ
の
後
は

お
正
月
用
の
水
引
き
に
衣
替
え
し
て
楽
し
ま
れ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
来
年
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。

第
３
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

し
め
飾
り
・
一
文
字
作
り
で

良
い
新
年
を

　
11
月
28
日
、
石
川
県
産
業
展
示
館
４
号
館
で
、

担
い
手
応
援
フ
ェ
ア
２
０
２
０
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
一
角
に
、Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会

の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
令
和
２
年
度
の
県
内
活
動
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年
部
は
「
バ
ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
結
成

65
周
年
を
記
念
し
て
、
委
員
長
の
高
本
さ
ん
が
制
作

し
た
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

「
担
い
手
応
援
フ
ェ
ア
２
０
２
０
」に
て

活
動
パ
ネ
ル
展
示

　
11
月
16
日
、
J
A
白
山
女
性
部
は
白
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
を
訪
問
し
、
地
域
貢
献
活
動
「
愛
の

助
け
合
い
運
動
」の
一
環
と
し
て
、白
山
コ
シ
ヒ
カ
リ

80
㎏
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
約
40
年
続
い
て
お
り
、
長
年
に
渡
り

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た

と
し
て
、小
西
貞
義
会
長
よ
り
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、「
お
米
は
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
清
水
外
志
恵
女
性
部
長
は
、「
生
活
支
援
が
必
要

な
方
々
の
お
役
に
立
て
る
様
、
今
後
と
も
女
性
部
と

し
て
地
域
貢
献
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

愛
の
助
け
合
い
運
動
で

　
　
　
感
謝
状
受
け
取
る

米を手渡す清水女性部長

完成した作品を手に明るい新年を祈願する部員ら

会員らが熱心に指導を受けている様子

感謝状を受け取った女性部 各支部長

収量が１番多かった親子に記念品を手渡す高本支部長

左【アート部門】最優秀賞
　　林支部「疫病退散、農畜産物の消費拡大！」
　新型コロナウイルスの終息、コロナ禍で消費が伸び
悩んでいる農畜産物の消費拡大を祈念して、稲わらで
案山子を制作。

右【一般部門】優秀賞　大神支部「米一粒の重み」
　米作りは農家さんの数えきれない苦労と汗で出来て
います。米に宿る神様は７人どころじゃない！食卓に
米が並んでいる事に今一度感謝して、いただきます！
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か
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年
末
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大
盛
況

　
年
末
年
始
に
は
多
く
の
方
に
ご
来
店
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
一
層
地
域
に
愛
さ
れ
る
店
舗
を
目
指
し
、

安
心
・
安
全
な
商
品
を
揃
え
、
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

地域
 活性
地域
 活性

　
　支
店

　
　協
同
活
動

い
ち

い
ち

一

一

「
菌
床
し
い
た
け
栽
培
」２
年
目
へ

地域
 活性
地域
 活性

　
　
　
　
　
　
蝶
屋
支
店
職
員
で

は
12
月
よ
り
「
菌
床
し
い
た
け

栽
培
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動
計

画
が
立
て
に
く
い
状
況
で
し
た
が

「
こ
ん
な
時
こ
そ
何
か
や
ろ
う
」と
、

昨
年
も
数
多
く
収
穫
で
き
た
菌
床

し
い
た
け
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
初
心
者
で
も
簡
単
に
栽
培
で
き
、

水
分
管
理
と
適
度
な
温
度
管
理
を

行
え
ば
、
一
つ
の
菌
床
で
３
〜
４

回
の
収
穫
を
楽
し
む
事
が
で
き
ま

す
。
今
年
も
12
個
の
菌
床
し
い
た

け
を
栽
培
し
、
す
で
に
９
㎏
を
収

穫
し
ま
し
た
。

　
自
宅
で
簡
単
に

で
き
る
食
農
体
験
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

蝶
屋
支
店

出荷者農園利用者募集（１区画）出荷者農園利用者募集（１区画）

場　　　所：白山市井口町に38-1（よらんかいねぇ広場第2駐車場横）
貸 出 期 間：令和３年４月１日～令和４年３月31日（１年ごとの自動更新）
募 集 区 画：１区画100m2程度（12.5m×8m）
利 用 料 金：年間15,000円
申　込　先：JA白山営農企画課（担当：新田・中川）076-273-5277

所得
 増大

地域
 活性
地域
 活性

　JA白山では、直売所への野菜出荷を目的に「よらんかいねぇ広場出荷者農園」
を開設しています。令和３年度より１区画空きができますので、新たな利用者を
募集します。生産資材は農園向かい本店営農部署で取り扱いしており、便利な場所
です。また出荷会員向けに栽培講習会も開催しています。

　おうち時間を楽しく過ごしたいですね。
　マスクや手作り品を作って「よらんかいねぇ広場」で出品して
みませんか？レジ後ろに売り場がありますので、是非皆さんの手
作り品を見ていってくださいね。

農産物を生産・直売してみたい方、ご利用お待ちしております

採れたてしいたけで鍋を作ってみよう！
材料（２人分）
シイタケ…10枚
ハクサイ…1/4株（350g）
長ネギ……２本（200g）
豚バラ肉…200g
日本酒……100㎖
塩

①シイタケは軸を残して石づきを取り、傘に飾り包丁を入れる。
ハクサイは一口大に、ネギは斜めに切る。
②鍋にハクサイ、長ネギ、日本酒、水200㎖を入れて火にかける。
沸騰後弱火にして塩少々入れる。
③ハクサイと長ネギから水分が出て、くたっとしたら火を止める。
④③の上に豚肉を広げて並べ、その上にシイタケをのせる。
⑤鍋に蓋をして煮立てて、豚肉に火を通す。

作
り
方

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前
にレジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2021.2.28

使
用
可
能

店

　
　舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店

㈱ ジャコム石川

ダウンロード
データでは

ご使用いただけ
ません。

「簡単エコバッグ」作り「簡単エコバッグ」作り

手作り作品紹介コーナー

マスク売り場 マスク（大人用・子供用） マスクケース

ステイホーム

レジ袋型 エコバッグの作り方

【準備するもの】
お好みの生地　110cm×50cm
（ある程度強度のある生地、ナイロンなど）

❶持ち手パーツの両端を5mmで三つ折りし、アイロンを
　かけて縫います。（ナイロン地はアイロンせずマチ針でとめる）

❷本体袋部分の持ち手を付ける
　上側を1.5cmで三つ折りし、
　アイロンをかけて両端から
　7.5cmの位置に①の持ち手の
　中心がくるように挟み込み、
　縫います。

❸持ち手をめくりあげアイロン
　をかけ、表からステッチを
　入れます。反対側も同様に
　仕上げます。

❹外表に合わせ両端の5mmの
　位置を縫います。
❺裏返し、両端の１cmの位置を
　縫います。

❻両端をそれぞれ内側に7cm
　折り、底から5mmの位置を
　縫います。
❼裏返し、底から1cmの位置を
　縫い、持ち手を合わせ上部分
　を縫い、完成です。

【下準備】
生地の柄の方向に注意して下記の
ように生地をカットします。
全部で４パーツです。
（縫代込みのサイズです）

45

45 45

45 1010

本 

体

持
ち
手

（5mm

（1.5cm （

（

1～2mm

7.5cm

1～2mm

（

持ち手（裏）

本体（裏）

本体（表）

本体（表）

本体（表）

持
ち
手（
表
）

5mm （

本体（裏）

1cm❹ ❺

（7cm

❻ ❼

5mm本体（裏）本体（裏） 本体（表）

1cm

縫い止める

お家時間を楽しく過ごしましょう！
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ステイホーム

レジ袋型 エコバッグの作り方

【準備するもの】
お好みの生地　110cm×50cm
（ある程度強度のある生地、ナイロンなど）

❶持ち手パーツの両端を5mmで三つ折りし、アイロンを
　かけて縫います。（ナイロン地はアイロンせずマチ針でとめる）

❷本体袋部分の持ち手を付ける
　上側を1.5cmで三つ折りし、
　アイロンをかけて両端から
　7.5cmの位置に①の持ち手の
　中心がくるように挟み込み、
　縫います。

❸持ち手をめくりあげアイロン
　をかけ、表からステッチを
　入れます。反対側も同様に
　仕上げます。

❹外表に合わせ両端の5mmの
　位置を縫います。
❺裏返し、両端の１cmの位置を
　縫います。

❻両端をそれぞれ内側に7cm
　折り、底から5mmの位置を
　縫います。
❼裏返し、底から1cmの位置を
　縫い、持ち手を合わせ上部分
　を縫い、完成です。

【下準備】
生地の柄の方向に注意して下記の
ように生地をカットします。
全部で４パーツです。
（縫代込みのサイズです）

45

45 45

45 1010

本 

体

持
ち
手

（5mm

（1.5cm （

（

1～2mm

7.5cm

1～2mm

（

持ち手（裏）

本体（裏）

本体（表）

本体（表）

本体（表）

持
ち
手（
表
）

5mm （

本体（裏）

1cm❹ ❺
（7cm

❻ ❼

5mm本体（裏）本体（裏） 本体（表）

1cm

縫い止める

お家時間を楽しく過ごしましょう！
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ローン

ご相談フォー
ム

農業者年金で安心・豊かな老後を
～農業者の老後は国民年金だけでは不安です～
◎農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。

国民年金＋農業者年金

❶国民年金第１号被保険者　　❷年間60日以上農業に従事
❸20歳以上60歳未満の方

◎こんな方が加入できます。

◎保険料はいつでも変更できます。月々２万円から６万７千円まで
◎支払った保険料は全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税
　になります。

◎積立方式だから自分がかけた金額は年金として生涯もらえます。
　（仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。）

問い合わせ先 お住まいの市町村農業委員会・JAの農業者年金担当
独立行政法人 農業者年金基金　専門相談員　TEL 03-3502-3199
　　　　　　 　　　　　　　　企画調整室　TEL 03-3502-3942

◎政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
　例：認定農業者等で青色申告者で35歳未満の人は10,000円（5割）補助

　

ローンのご相談はJA白山へ
生活に必要な資金をご融資いたします！

お気軽に最寄りの支店にご相談ください！
※審査の結果、ローン利用のご希望に添えない場合もございますのでご了承ください。

住宅の新築・増改築は

住宅ローン
リフォームローン
住宅ローン

リフォームローン

結婚・旅行・レジャーなど
生活に必要な資金は
カードローン
フリーローン
カードローン
フリーローン

新車・中古車の購入は

マイカーローンマイカーローン

お子様の教育資金は

教育ローン教育ローン
ローン

ご相談フォー
ム

こちらから

ローン

ご相談フォー
ム 米永仏壇

■ 経済部（つるぎ支店） ☎273-5213
■ 大神支店 ☎272-0620
■ 白峰支店 ☎259-2003

■ 手取支店 ☎255-5001
■ 蝶屋支店 ☎278-2315

※写真はイメージです

仏壇・仏具・お墓のお手伝い致します。
仏壇購入、入れ替え

すす出し、仏具修理

真鍮磨き、表具

お数珠の修理等

仏事に関することは

一休さんでバッチリ！！

仏壇の事、お墓の事、

気になる事

ありませんか？

仏壇・お墓の

無料点検いたします。

仏具 ご奉仕価格でご提供
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門松の由来は、正月に「歳神（としがみ）」を招き入れるために門に飾られ
た道具です。歳神とは正月に訪れる神様で、その一年の豊作や幸福を見
守ると信じられてきました。人々は一年の無事を祈って正月に神様が宿る
目印「門松」を設置したということです。

表紙の写真

お正月飾り 門松
（よらんかいねぇ広場）

1 January 第
148号January

1
第148号

2021

（令和２年11月末実績参考）

組合員数  6,969名（団体含）

貯金残高 75,778百万円

貸出金残高 13,983百万円

長期共済保有高 1,948.2億円

購買品供給高 1,500百万円

販売品取扱高 767百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和３年１月25日㈪
令和３年２月25日㈭　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課　大岡
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp白山農業協同組合

（@ja.hakusan）
白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

午前９時～12時（基本30分単位）

今月はお買物券付き

特 集 新年のご挨拶
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